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第１回中郡小学校及び高山小学校による開校準備委員会会議録 

 

１ 期  日  平成２８年８月３日（水）１９時００分～１９時５２分 

２ 場  所  中郡地区交流センター 

３ 出席委員（２３名） 

  長澤委員、細谷委員、髙橋（正）委員、嵐田（満）委員、勝見委

員、嵐田（守）委員、山田委員、山口委員、髙橋（朱）委員、木下

委員、井上委員、那須委員、完戸（秀）委員、黒澤委員、井上委員、

鈴木（靜）委員、浦田委員、中川委員、衣袋委員、木村委員、完戸

（淳）委員、島貫委員、後藤委員 

４ 欠席委員（５名） 

 寒河江委員、鈴木委員、片桐委員、髙橋（徹）委員、佐々木委員 

５ 事 務 局（８名） 

  小野教育長、緒形課長、有坂主幹、船木主任指導主事、金子主査、

寒河江主査、梅津指導主事、佐々木主任 

６ 会議経過 

 委員会開会前に、中郡小学校及び高山小学校開校準備委員会設置要綱（以下

「設置要綱」という。）により、本委員会の目的等を事務局より説明し、その後

緒形課長の進行で進められ、委嘱状の交付として緒形課長が各委員の氏名を読み

上げ、代表として長澤委員に小野教育長より委嘱状を交付した。 

 委嘱状の交付後、小野教育長より、平成２７年度に行われた高山小学校学区再

編検討委員会の協議結果をもとに本委員会が開催されるものであり、中郡小学校

及び高山小学校の特色を活かした学校となるよう、協議いただきたい旨のあいさ

つがあった。 

７ 委員長及び副委員長の互選 

  委員長及び副委員長の互選までは、緒形課長が取りまとめを行うこととし、委

員長及び副委員長については、設置要綱第５条の規定により委員の互選によって

定めるものとしているため、委員の意見を求めたが、意見等無いため、事務局案

として委員長として長澤善久委員、副委員長として細谷則雄委員を提案し、了承

を得た。 

８ 報  告 

  報告以降について、長澤委員長が議長となり、事務局より次の報告を行った。 

  これまでの学区再編に係る経過、特に高山小学校学区再編検討委員会の協議経

過、高山小学校区内全戸を対象としたアンケートの結果等について、事務局より

報告し、質疑等無かった。 

９ 協  議 

 ⑴ 小学校学区再編の方針について 

小学校学区再編の方針について、高山小学校の学区の再編、学区再編整備の
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内容（新たな通学区域、目標年次、校舎について）を中心に説明し、質疑等な

く、承認を得た。 

 ⑵ 小学校学区再編の進め方について 

   開校準備委員会の設置、委員数、委員の構成、協議内容について説明し、協

議内容については、学校経営部会、ＰＴＡ・交流部会、通学部会、総務部会の

４専門部会を設置して集中的に協議していくことについて、承認を得た。 

 ⑶ 校名、校歌及び校章について 

   校名、校歌及び校章については、大きな課題であり、専門部会で協議するの

ではなく、全体会で協議していただきたい旨を事務局から説明し、次の協議を

行った。 

議長：中郡小、高山小両校の学校運営委員会委員である私の考えを申し上げると、

学区の再編ということであり、平成３０年４月の開校を目指すというのであ

れば、残すところ２年を切っている状況も考えると、児童の教育環境を一番

に考慮しての高山小学校学区再編検討委員会での協議結果でありましたので、

この校名、校歌、校章という入口の部分で時間を要するというのは、どんど

ん遅れてしまう事になるので、その辺も考慮していただきたい。 

事務局にお聞きしますが、本日この件に関して決定するということになっ

ても良いか。 

事務局：もちろん、結構です。 

議長：皆さんにお諮りしますが、本日、校名、校歌、校章について決定すると

いうことでよろしいでしょうか。 

委員：本件に関しては、最低いつまで決めなくてはならないのでしょうか。 

事務局：今後のスケジュールにも関する事であり、次の協議案件でありますが、

あわせてご協議いただくということで、よろしいでしょうか。 

議長：スケジュールの根幹にも関わる内容でありますので、スケジュールの内

容についても説明をお願いします。 

事務局：事務局としても本件が決まらないと専門部の協議なども進まない事が

想定されることから、できるだけ早くに決定していただきたいとは考えてい

る。 

議長：やはり、本件が決まらないと、前に進めないと考えられますので、私の

方から具体的な提案をさせていただきます。 

  学区再編であるということ、もともと高山小学校は中郡小学校の分校であ

った歴史などを踏まえて、校名、校歌、校章について、これまで通り校名は、

中郡小学校、校歌、校章についても、これまで通り中郡小学校の校歌、校章

を継続する事を提案いたします。 

  いかがでしょうか。 

委員：私は、今の委員長の提案に賛成いたします。やはり、中郡小学校となっ

ても、中郡地区で再編したのだという事から、賛同いたします。 
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委員：中郡小学校区の委員の方々は、町報などで高山小学校での協議の状況な

どは知っておられたかもしれませんが、今回初めて委員として参加され、ど

のように発言して良いのか戸惑っておられる方もいらっしゃると思いますし、

これまで通りの中郡小学校で進めていただきたいと考えておられると思いま

す。 

  私たち高山小学校の方でもこれまで様々な協議を経ての、今回の委員会開

催となったところでありますが、個人としては、高山小学校の校章にも愛着

がありますし、中郡小学校の校章については、よく存じていないという現状

であり、今回、それぞれの校章などが資料としてあれば、ありがたかったな

と感じたところです。 

  校名については、私は、もともと中郡地区に２つの小学校があること自体

疑問に思っておりましたので、中郡小学校とすることに賛成いたします。 

  議長：中郡小学校区の委員の方々からご意見はございませんか。 

  委員：中郡小学校区の委員としては、学区再編の動きとしては、お聞きしてお

りましたが、一番は子ども達がどうなのかなと、考えたところです。 

    ご年配の方にとっては、中郡小学校の分校時代を経験しておられるでしょ

うし、若い方々は、高山小学校が当たり前という経験をされてこられました

ので、ＰＴＡの方々などは、どの様に考えておられるのかなと疑問を持って

いたところです。 

    地区で１校ということから、中郡地区に中郡小学校としていただければ、

ありがたいと考えるところです。 

  議長：ありがとうございました。その他中郡小学校区委員のご意見、特にＰＴ

Ａの方のご意見をいただきたいのですが、ございませんか。 

  委員：私は、出身が川西町ではないので、中郡小、高山小を卒業された方々の

考えをよく知っているわけではないのですが、それぞれのお考えがあると思

いますので、非常に難しく感じているところです。 

    子どものために、一番良い結論となれば良いと考えます。 

  議長：ありがとうございました。１回目の会議で決定するのは拙速だと考える

方もいらっしゃるのではないかと考えますが、他にご意見ありませんか。 

  委員：本日決定するのが一番良いと思う。今様々な方のご意見をお聞きすると、

大勢は、現状どおりという事だと感じました。それが、自然な流れだと思い

ます。ここで我々が結論を出し、それをたたき台にするという事ではどうで

しょうか。 

  議長：ただ今のご意見では、次回の委員会で結論を出すということでしたが、

今後小学校に入学する未就学児の保護者の方のご意見はどうでしょうか。 

  委員：私も、これまで中郡地区に２つの小学校があるということは不思議に感

じておりましたし、中郡小学校と高山小学校の学区の再編を行うということ

であれば、中郡小学校とするべきだと考えます。ただし、今後様々な方々か
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らご意見をお聞きする事も考えられるので、私は、次回に決定していただけ

れば良いのではないかと考えたところです。 

  議長：それでは、案として校名は中郡小学校、校歌、校章は現中郡小学校のも

のを使用することとして、次回の委員会で決定するということでよろしいで

しょうか。 

  委員：スケジュールをみると、次回の委員会は８月ですか？委員長、高山地区

代表の委員の方々から、子どもたちの事を考えて、中郡小学校の方に学区再

編をお願いしたいとの事ですので、次回に校名、校歌、校章の決定を持ち越

すとなると、中郡小学校区の地区の方々に不安を与えるのではないかと考え

ます。 

    極端な話をすると、高山小学校区の方から学区再編の話が出されて、校名

等が変わるかもしれないと聞いたときに、だったら、高山小学校区と学区再

編なんかしないで、現状のままで良いと、言われたりしないかと心配である。 

    そのような事になれば、子どもたちに一番かわいそうな思いをさせてしま

うので、できれば、校名は中郡小学校、校章、校歌は現中郡小学校のものを

そのまま使用することを、本日決定した方が良いのではないでしょうか。 

  議長：ただ今、本日決定した方が良いというご意見ありましたが、いかがでし

ょうか。では、有力なご意見として、次回委員会の冒頭に決定するというこ

とでいかがでしょうか。 

  事務局：次回の委員会というところで、スケジュール案では、本日の委員会が

第１回、第２回目を平成２９年３月と想定していたのですが、その前に委員

会を開催するということでよろしいのか確認をさせていただきたいと思いま

す。 

  議長：スケジュール案ですと、次回は来年の３月となっておりますが、昨年度

の学区再編検討委員会の際にも、準備期間として２年程必要との説明であり

ましたので、来年の３月まで持ち越しては、残り１年で決めていかなければ

ならないというのは不可能だと考えます。 

    よって、９月初旬に再度本委員会を開催し決定するか、それとも本委員会

で決定して前に進めるべきか、ご意見をいただきたい。 

  委員：私は、委員長が提案いただいた内容に賛同しますので、本委員会で決定

していただいてよろしいかと考えます。 

  議長：様々なご意見いただきましたが、お計りします。学区再編後の校名は、

中郡小学校、校歌、校章は、現中郡小学校のものを継続して使用するという

ことでご異議ございませんか。 

  全委員：異議なし 

  議長：それでは、異議なしということで決定いたします。 

 ⑷ 準備スケジュールについて 

   資料に基づき、教育委員会、開校準備委員会、専門部会、当該学校、議会、
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町報掲載のスケジュールについて説明し、承認を得た。 

   

⑸ その他 

資料により、中郡小学校、高山小学校の平成２８年度以降の児童数、学級数

予想、平成３０年４月から学区再編した場合の児童数、学級数予想について、

説明した。 

   

１０ 閉会（１９時５２分） 

 

※ 閉会後各専門部会に分かれて、専門部長を選出していただき、専門部会ごとに

解散した。 

専門部会長 

１ 学 校 経 営 部 会  山口義宏委員（中郡小学校校長） 

２ ＰＴＡ・交流部会  浦田智春委員（高山小学校ＰＴＡ会長） 

３ 通 学 部 会  井上要一委員（高山地区大字会会長） 

４ 総 務 部 会  黒澤秀夫委員（高山小学校学校支援地域本部コーディネ 

ーター） 


